
団体名

項目

2.目標

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

5.次回の
　取り組み

当日の舞台である、礼拝堂での練習を増やして感覚をつ
かむ。
また、入場の練習もしておく。

6.次回活動
　 の目標 東京都合唱祭にむけて、新入生を加えて、歌を作っていく。

今回の取り組みについての評価 4・3・2・1

依頼主の期待に応えらるよう、礼拝堂に柔らかく響くように
うたいあげる。

3.結果報告

新入生がいることもあって、程よい緊張感を持って臨むこと
ができた。歌声にも伸びがあって、礼拝堂に響き渡る歌声
だった。
しかしながら、音の上がり下がりが雑であり、歌声の柔らか
さが損なわれてしまった。

4.目標と結果
  のギャップ

音程が急に上下する場合の力の入れ具合が甘かった。
変化する部分に向けて、お腹の力を強めていかなくてはい
けない。

活動報告書

音楽部混声合唱部

内　　　容

1.活動内容

  活動名（大会・行事等）：  仏陀会賛助

　活動場所：大正大学 　礼拝堂

  活動日時：平成　　24年　 ６月　 　６日（水）


